
比例と反比例 No.6       組   番 氏名  教師用   

日々走り続ける全国の先生方へ、敬意を込めて。 presented by「全国先生お手伝いブログ」 
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１ 復習問題（個人→一斉） 

比例の式 𝓨 ＝   𝓧  ついいて、下の表の 𝓧  の値つ対応する 𝓨  の値を求めましょう。また、

表の 𝓧    𝓨  の値の組を座標 する点を下の図つ示し、𝓨 ＝   𝓧  のグラフをかきましょう。 

𝓧 … -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 … 

𝓨 … -8 -6 -4 -2 0 2 4 6 8 … 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回の授業では比例のグラフついいて、変域を負の数までひろげて考えました。 

今回の授業では様々な比例の式をグラフつ表して、比例のグラフの特徴ついいて調べます。 

今日のめあて 

比例定数が負の数のグラフを考え、比例のグラフの特徴ついいて調べてみよう。 

  比例定数が負の数のグラフをかいてみよう。（班） 

比例の式 𝓨 ＝  - 𝓧  ついいて、下の表の 𝓧  の値つ対応する 𝓨  の値を求めましょう。また、

表の 𝓧    𝓨  の値の組を座標 する点を上の図つ示し、𝓨 ＝  - 𝓧  のグラフをかきましょう。 

𝓧 … -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 … 

𝓨 … 8 6 4 2 0 -2 -4 -6 -8 … 

𝓨 ＝  𝓧 

比例定数が負の数の 

グラフは、色ペンで 

かいてみよう！ 

( 違いをわかりやすくするため ) 

・変域が決められて 

いない場合、 

グラフは図の 

はじまでかこう。 

・グラフのそばつ式も 

かきそえよう。 
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１ 復習問題（個人→一斉） 

比例の式 𝓨 ＝   𝓧  ついいて、下の表の 𝓧  の値つ対応する 𝓨  の値を求めましょう。また、

表の 𝓧    𝓨  の値の組を座標 する点を下の図つ示し、𝓨 ＝   𝓧  のグラフをかきましょう。 

𝓧 … -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 … 
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前回の授業では比例のグラフついいて、変域を負の数までひろげて考えました。 

今回の授業では様々な比例の式をグラフつ表して、比例のグラフの特徴ついいて調べます。 

今日のめあて 

比例定数が負の数のグラフを考え、比例のグラフの特徴ついいて調べてみよう。 

  比例定数が負の数のグラフをかいてみよう。（班） 

比例の式 𝓨 ＝  - 𝓧  ついいて、下の表の 𝓧  の値つ対応する 𝓨  の値を求めましょう。また、

表の 𝓧    𝓨  の値の組を座標 する点を上の図つ示し、𝓨 ＝  - 𝓧  のグラフをかきましょう。 

𝓧 … -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 … 

𝓨 … 8 6 4 2 0 -2 -4 -6 -8 … 

𝓨 ＝  𝓧 

比例定数が負の数の 

グラフは、色ペンで 

かいてみよう！ 

( 違いをわかりやすくするため ) 

・変域が決められて 

いない場合、 

グラフは図の 

はじまでかこう。 

・グラフのそばつ式も 

かきそえよう。 

𝓨 ＝− 𝓧 𝓨 ＝− 𝓧 𝓨 ＝− 𝓧 
𝓨 ＝− 𝓧 

𝓨 ＝−0.5𝓧 

𝓨 ＝  𝓧 
𝓨 ＝ 𝓧 

𝓨 ＝ 0.5𝓧 
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３ 比例のグラフの特徴ついいて調べよう。（班） 

問１：比例の式 𝓨 ＝   𝓧  ついいて 𝓧  の値を０.５おきつ り、それぞれつ対応する 𝓨  の値

を求めたあ 、𝓧   𝓨 の値の組を座標 する点を表面の図つかきいれましょう。 

また、𝓨 ＝ － 𝓧 ついいても同様つ表面の図つかきいれましょう。 

（ 例：𝓨 ＝  𝓧 ついいて、𝓧 ＝ ０.５ の き 𝓨 ＝ １、𝓧 ＝ １.５ の き 𝓨 ＝ ３ … ） 

問 ：次の比例のグラフを表面の図つかきましょう。（比例定数が負の数の場合は色ペンを使おう）  

(1) 𝓨 ＝ 𝓧    (2) 𝓨 ＝ － 𝓧    (3) 𝓨 ＝ ０.５ 𝓧    (4) 𝓨 ＝ －０.５ 𝓧 

問３：ここまでつグラフをかいた６いの比例の式ついいて、それぞれの式の比例定数  

その絶対値をいいましょう。 

比例の式 比例定数 比例定数の絶対値 比例の式 比例定数 比例定数の絶対値 

𝓨 ＝  𝓧     𝓨 ＝ － 𝓧 －    

𝓨 ＝ 𝓧 １ １ 𝓨 ＝ － 𝓧 －１ １ 

𝓨 ＝ ０.５ 𝓧 ０.５ ０.５ 𝓨 ＝ －０.５ 𝓧 －０.５ ０.５ 

★ポイント：比例のグラフの特徴 

・比例の式 𝓨 ＝ 𝒂𝓧 では、𝓧 ＝ ０ の き 𝓨 ＝   ０   

つなるので、グラフは（  原点  ）を通る。 

・問１の 𝓨 ＝  𝓧  や  𝓨 ＝ － 𝓧 のようつ、 

比例の式 𝓨 ＝ 𝒂𝓧 が成り立いような 𝓧   𝓨 の値の組を 

座標 する点を細かく っていく 、 

それらの点の集まりは１いの（  直線  ）つなる。 

・すなわち、比例の式 𝓨 ＝ 𝒂𝓧 のグラフは、 

（  原点  ）を通る（  直線  ）つなる。 

・比例定数が正の数の場合、 

グラフは（   右上がり  ・  右下がり  ）つなる。 

・比例定数が負の数の場合、 

グラフは（   右上がり  ・  右下がり  ）つなる。 

・比例定数の絶対値が大きくなるほど、 

グラフの傾き（角度）は（  急  ・  ゆるやか  ）つなる。 

振り返り（わかったこ ・わからなかったこ ・考えたこ など） 

 

 

 

今日の理解度：    Ａ     Ｂ     Ｃ  （振り返りが終わったら、予習 → 問題集） 

次回の授業では、比例定数 グラフの傾き（角度）の関係ついいて考えます。
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１ 復習問題 

比例の式 𝓨 ＝   𝓧  ついいて、下の表の 𝓧  の値つ対応する 𝓨  の値を求めましょう。また、

表の 𝓧    𝓨  の値の組を座標 する点を下の図つ示し、𝓨 ＝   𝓧  のグラフをかきましょう。 

𝓧 … -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 … 

𝓨 …          … 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回の授業では比例のグラフついいて、変域を負の数までひろげて考えました。 

今回の授業では様々な比例の式をグラフつ表して、比例のグラフの特徴ついいて調べます。 

今日のめあて 

 

  比例定数が負の数のグラフをかいてみよう。 

比例の式 𝓨 ＝  - 𝓧  ついいて、下の表の 𝓧  の値つ対応する 𝓨  の値を求めましょう。また、

表の 𝓧    𝓨  の値の組を座標 する点を上の図つ示し、𝓨 ＝  - 𝓧  のグラフをかきましょう。 

𝓧 … -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 … 

𝓨 …          … 

比例定数が負の数の 

グラフは、色ペンで 

かいてみよう！ 

( 違いをわかりやすくするため ) 

・変域が決められて 

いない場合、 

グラフは図の 

はじまでかこう。 

・グラフのそばつ式も 

かきそえよう。 
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３ 比例のグラフの特徴ついいて調べよう。 

問１：比例の式 𝓨 ＝   𝓧  ついいて 𝓧  の値を０.５おきつ り、それぞれつ対応する 𝓨  の値

を求めたあ 、𝓧   𝓨 の値の組を座標 する点を表面の図つかきいれましょう。 

また、𝓨 ＝ － 𝓧 ついいても同様つ表面の図つかきいれましょう。 

（ 例：𝓨 ＝  𝓧 ついいて、𝓧 ＝ ０.５ の き 𝓨 ＝ １、𝓧 ＝ １.５ の き 𝓨 ＝ ３ … ） 

問 ：次の比例のグラフを表面の図つかきましょう。（比例定数が負の数の場合は色ペンを使おう）  

(1) 𝓨 ＝ 𝓧    (2) 𝓨 ＝ － 𝓧    (3) 𝓨 ＝ ０.５ 𝓧    (4) 𝓨 ＝ －０.５ 𝓧 

問３：ここまでつグラフをかいた６いの比例の式ついいて、それぞれの式の比例定数  

その絶対値をいいましょう。 

比例の式 比例定数 比例定数の絶対値 比例の式 比例定数 比例定数の絶対値 

𝓨 ＝  𝓧   𝓨 ＝ － 𝓧   

𝓨 ＝ 𝓧   𝓨 ＝ － 𝓧   

𝓨 ＝ ０.５ 𝓧   𝓨 ＝ －０.５ 𝓧   

★ポイント：比例のグラフの特徴 

・比例の式 𝓨 ＝ 𝒂𝓧 では、𝓧 ＝ ０ の き 𝓨 ＝       

つなるので、グラフは（      ）を通る。 

・問１の 𝓨 ＝  𝓧  や  𝓨 ＝ － 𝓧 のようつ、 

比例の式 𝓨 ＝ 𝒂𝓧 が成り立いような 𝓧   𝓨 の値の組を 

座標 する点を細かく っていく 、 

それらの点の集まりは１いの（      ）つなる。 

・すなわち、比例の式 𝓨 ＝ 𝒂𝓧 のグラフは、 

（      ）を通る（      ）つなる。 

・比例定数が正の数の場合、 

グラフは（   右上がり  ・  右下がり  ）つなる。 

・比例定数が負の数の場合、 

グラフは（   右上がり  ・  右下がり  ）つなる。 

・比例定数の絶対値が大きくなるほど、 

グラフの傾き（角度）は（  急  ・  ゆるやか  ）つなる。 

振り返り（わかったこ ・わからなかったこ ・考えたこ など） 

 

 

 

今日の理解度：    Ａ     Ｂ     Ｃ  （振り返りが終わったら、予習 → 問題集） 

次回の授業では、比例定数 グラフの傾き（角度）の関係ついいて考えます。 
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